
令和６年２月15日
総務省消防庁消防研究センター

令和6年能登半島地震において発生した輪島市大規模火災における
消防庁長官の火災原因調査＜速報＞
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消防研究センターでは、令和6年1月1日に能登半島地震において
発生した輪島市大規模火災における消防庁長官の火災原因調査を実
施しました。

○火災の概要について

・火災原因については、奥能登消防と石川県警などと協力して調査を実施中。火元と
思われる建物の調査において、火気器具等の使用がなかったこと、屋内電気配線に
溶けた痕跡が認められること等から、出火原因については現在調査中であるが、屋
内電気配線が地震の影響で傷つくなどして発生した電気に起因した火災の可能性
が考えられる（調査継続中）。

・延焼動態と焼け止まり状況を調査分析したところ、街区東・南側の一部は、消火活動
が延焼阻止に大きく寄与していた。

・市街地火災延焼シミュレーションに基づく検証では、仮に消防活動が行われなかった
場合、倍以上に当たる面積が焼失する可能性があることが分かった。

○輪島市大規模火災における調査結果について

（1）発生日時等
発生時刻：令和６年１月１日 調査中
覚知時刻：令和６年１月１日 17時23分頃
鎮圧時刻：令和６年１月２日 ７時30分
鎮火時刻：令和６年１月６日 17時10分

（2）火元建物

石川県輪島市河井町地内

（3）物的被害
・焼損棟数：約240棟
・焼失面積：約4９,000㎡
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映像・写真から推定した延焼等時線

写真から推定した延焼等時線

時刻：写真・映像の撮影時刻
火災初期から終盤までを含む

注意：
実線で結んだ場所も，すべての角度から撮影した写真・
映像がある訳ではないため，今後の情報収集により修正
する可能性がある

20:57以降

20:11以前

18:02～18:06

18:10～18:14

18:39～18:50

19:21～19:24

20:07～20:11

覚知後39～43min

覚知後47～51min

覚知後1h16m～1h27m

覚知後1h58m～2h1m

覚知後2h44m～2h48m

覚知17:23

国土地理院地図に加筆

＊点線部：情報不足のため推定精度が低い部分

現象・災害を分析する上で基礎資料となる延焼動態を映像・写真から復元している。
ほぼ同時期に2件の飛び火（火の粉による出火）が発生した可能性があることが分かった。
北部街区は情報不足のためさらに情報収集が必要である。

延焼動態
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国土地理院 基盤地図情報を一部加工

焼け止まりの調査

焼失面積：約49,000㎡
(焼け止まり線内の面積)

･狭い建物間

･放水実施(輪島消防)
河井小プール等から

･狭い建物間
･防火性能のある外壁
･開口部が向かい合っていない
･火災側が鉄骨造

･放水実施(輪島消防)

･道路幅員(5m)に倒壊建物あり

･火災の消火と道路側に倒壊した建物への
予備注水で延焼を阻止(輪島消防)
・大津波警報解除後、海水使用

･道路幅員(5m)と駐車場空地
･防火性能のある外壁(損傷なしか軽微)

･被延焼側の建物の壁面を触って温度を確か
めながら消火と予備注水を行い延焼を阻止
(輪島消防)

･過去の延焼火災の｢奇跡の家｣と共通する2棟の住宅
防火性能のある外壁/小さい開口部/離隔距離
道路と敷地内空地で7.5m～9m /損壊なし

海岸側はほとんど放水していない(輪島消防)

焼け止まり線の分類
▄▄  空地(先に何もない)
▄▄  空地(駐車場等)
▄▄  道路(倒壊で閉塞)
▄▄  道路
▄▄  耐火･防火造建物
▄▄  建物間

放水効果が想定される

▂▂ 幅員4m未満の道路・路地
（道路幅員実測と焼損範囲外はGoogleｽﾄﾘｰﾄﾋﾞｭｰから判断）

■ 幅員4m以上の道路に接道していないと思われる建物

● 防火水槽 ● は使用不可

→ 街区内部の建て替えが進まず、
古い木造住宅が残っていた可能性

→ 使用できなかった防火水槽はいずれも
細街路沿い

･広い道路幅員 7m

･放水量はあまり多くない(輪島消防)
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Googleストリートビューに基づく延焼範囲建物の外壁分類結果
※ストリートビューで範囲内を巡回し、建物の外壁について、見える範囲

のみの情報で判別したもの
※街区の中ほどはストリートビューで見ることができないため分類できて

いない。

市街地火災延焼シミュレーションによる検証

板張り（64)

板張り（一部がモルタ
ル・トタン等で覆われて
いる建物）(64)
全体がモルタル・トタン
等で覆われている建物＋
不燃建物(93)

車庫等(7)

○ 現状のまとめ

• 木造建物を板張り木造としてシミュレーションを行うと、消防活動

の影響を受けた箇所を除き、延焼領域の先端位置の計算結果が、

実際の火災に近いという結果が得られた。

• また、木造建物を防火木造としてシミュレーションを行うと、板張

り木造の場合に比べて、延焼に要する時間が25%程度増加する

結果となった。

• 南南西の風3m/sの気象条件で木造建物を板張り木造として放任

火災の計算を行うと、国道249号線より北、錦川通りの西にある

街区の木造建物が約21時間でほぼ全て焼失する結果が得られた。

放任火災の場合の計算結果（風向：南南西､風速：3m/s､時間：21時間後）
※黒：焼失建物、緑：木造建物（板張り木造） 水色：耐火建物（ＲＣ造，鉄骨造）
※耐火建物のうち、基盤地図情報で堅ろう建物に分類されている2棟を除く建物は

Googleストリートビューや現地調査に基いて判断したもの
※基盤地図情報を一部修正した建物外形線データを利用した。

背景：地理院地図
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